
豊
楽
亭
主
の
六
期
に
分
っ
て
其
の
憂
遷
を
蓮
べ
「
李
朝
儒
學
史
に

於
け
る
画
素
派
主
翻
意
の
獲
…
遷
」
は
李
退
渓
奇
高
峰
の
四
七
論
雫

附
崎
門
無
派
隔
こ
李
退
隠
、
李
栗
谷
の
四
七
説
、
四
七
論
雫
、
こ
朱
子

の
學
詮
、
嶺
南
墨
派
の
四
七
設
、
畿
夕
嵐
派
の
四
七
設
、
勲
章
門

派
の
四
七
説
の
六
章
を
立
て
』
此
の
二
大
旦
夕
の
獲
蓬
を
叙
述
し

其
他
の
諸
篇
何
れ
も
朝
鮮
支
那
の
思
想
、
胱
會
棚
度
等
の
考
謹
研

究
に
係
る
も
の
で
墨
徒
を
啓
獲
す
る
こ
、
こ
少
く
な
い
（
菊
制
六
〇

三
頁
，
東
京
刀
江
書
院
醜
行
、
償
三
・
七
〇
）
〔
松
野
〕

　
　
魑
丹
後
地
震
誌

　
昭
和
二
年
三
月
突
如
ε
し
て
奥
丹
後
を
中
心
、
こ
し
近
畿
を
襲
っ

た
大
地
．
震
は
、
但
馬
地
方
の
震
災
後
幾
許
も
無
く
三
聖
大
地
震
の

追
憶
未
だ
新
な
る
時
で
あ
っ
た
“
け
に
、
亭
々
に
地
震
災
害
の
如

何
に
惨
毒
た
る
も
の
で
あ
る
か
を
如
實
に
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

然
し
星
移
り
年
慮
る
哨
こ
共
に
兎
も
す
れ
ば
か
Σ
る
天
災
も
吾
人
の

記
憶
の
外
に
簿
ら
ぎ
ゆ
き
勝
で
あ
る
か
ら
、
其
、
の
模
襟
の
詳
細
な

記
述
は
痛
ま
し
い
災
害
の
こ
よ
な
き
記
念
碑
で
あ
る
、
こ
共
に
後
世

の
戴
ξ
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
か
の
安
政
大
地
震
の
後
に
出
た
記

録
の
如
き
も
、
蕾
に
避
難
の
注
意
に
於
て
の
み
な
ら
す
震
災
輕
滅

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

を
圖
ら
う
ミ
す
る
例
へ
ば
家
屋
の
建
方
の
研
究
に
於
て
も
去
る
繭

東
大
地
、
震
後
唱
へ
ら
れ
た
も
の
「
こ
大
差
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。

愛
に
丹
後
の
地
．
震
を
記
録
す
る
丹
後
地
震
誌
が
、
當
地
の
熱
心
な

る
郷
土
史
家
に
し
て
自
ら
災
厄
に
罹
れ
る
永
濱
宇
李
氏
の
手
に
成

っ
た
こ
ぐ
」
は
最
も
有
意
義
な
企
で
あ
る
、
こ
共
に
叉
其
の
入
を
得
た

も
の
一
こ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
本
書
は
大
綱
を
前
紀
、
本
紀
、
後
紀
の
三
編
に
分
ち
、
童
謡
に

於
て
先
づ
諸
學
者
の
手
に
成
れ
る
墨
爾
調
査
の
結
果
を
概
説
し
、

湖
っ
て
丹
後
地
方
に
於
け
る
地
震
の
歴
史
に
於
て
古
書
を
渉
猟
し

地
震
に
繭
聯
せ
る
火
山
、
温
泉
、
洪
水
の
如
き
自
然
現
象
噛
こ
、
改

元
、
嘉
辰
、
劫
火
の
如
き
人
事
現
象
に
射
て
豊
富
な
資
料
を
集
録

し
て
み
る
。
中
に
も
冷
回
の
丹
後
地
震
の
災
害
を
著
者
の
直
撲
見

聞
せ
る
庭
よ
り
綴
れ
る
も
の
は
最
も
吾
人
の
魂
を
う
つ
所
で
あ
、
る

而
し
て
本
紀
に
於
て
は
地
震
の
原
因
に
關
す
る
所
説
の
登
蓬
を
叙

馴
し
て
北
丹
地
震
の
原
動
に
及
び
、
そ
が
地
塊
跳
動
に
基
け
る
地

、江

n
震
で
あ
り
其
の
性
質
は
日
本
群
島
を
横
断
す
る
方
向
に
震
動

の
強
か
っ
た
所
謂
横
震
で
、
順
調
な
蝕
震
が
あ
り
安
定
に
麗
し
た

こ
一
こ
を
述
べ
て
み
る
。
次
に
其
の
震
源
に
付
す
る
墨
者
の
諸
報
告

　
　
　
　
　
　
・
第
十
五
巻
　
第
…
観
　
　
　
一
四
｝

（1・11）

，



　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

を
紹
介
し
震
波
の
徳
繕
歌
況
を
見
て
震
央
地
決
定
に
至
れ
る
諸
設

を
縷
述
し
、
各
地
に
於
け
る
震
度
の
歌
登
よ
り
震
動
及
び
震
動
方

向
に
及
び
、
特
に
裂
震
歴
に
於
け
る
模
様
を
詳
説
し
地
震
の
爲
起

っ
た
書
芸
、
隆
起
、
階
浸
、
出
崩
等
の
土
地
攣
動
に
就
い
て
述
べ

其
の
甚
だ
し
か
っ
た
被
害
の
詳
密
な
る
報
告
を
滲
め
て
み
る
。
後

紀
に
於
て
は
強
震
當
初
よ
り
此
の
大
災
の
各
地
方
に
葬
り
し
経
過

を
湛
べ
、
畏
く
も
皇
室
の
逸
早
く
御
賑
憧
あ
ら
せ
ら
れ
し
を
始
め

當
局
陸
海
軍
赤
＋
宇
鮭
新
聞
等
等
官
民
の
熟
烈
な
る
救
擾
救
護
款

況
よ
り
、
交
通
及
び
通
信
機
關
の
傍
系
事
情
を
詳
説
し
て
、
罹
災

住
民
の
悲
燧
な
艦
験
を
綴
っ
て
み
る
の
は
涙
な
し
に
含
む
こ
ミ
は

撫
來
な
い
。
最
後
に
各
方
面
よ
り
翁
然
試
℃
て
集
っ
た
同
情
を
謝

し
て
復
興
の
模
襟
を
蓮
べ
、
震
災
輕
減
の
方
法
は
建
築
物
を
耐
震

的
な
ら
し
む
に
あ
り
一
こ
結
論
し
て
み
る
。

　
誉
者
の
博
識
が
随
所
に
表
れ
本
編
の
論
旨
を
中
業
せ
る
嫌
は
あ

る
が
、
學
術
的
な
報
告
は
銑
に
多
難
の
幽
版
が
あ
る
。
寵
栄
の
編

蓮
は
主
ε
し
て
今
回
の
丹
後
地
．
震
を
中
心
ミ
し
た
詳
細
に
し
て
豊

富
な
る
資
料
の
蒐
集
に
其
の
償
値
が
あ
る
、
こ
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

（
菊
判
四
六
五
頁
、
丹
後
地
震
誌
刊
行
會
獲
行
、
儂
不
明
）
〔
村
松
〕

　
　
　
　
　
　
第
十
五
谷
　
第
一
號
　
　
一
四
二

　
　
⑳
史
學
閣
係
諸
雑
誌
の
増
刊

　
近
階
史
學
の
獲
蓬
著
し
く
、
之
が
研
究
を
日
的
、
こ
す
る
墨
會
の

各
所
に
組
織
せ
ら
れ
る
も
の
あ
り
而
も
そ
れ
ら
は
各
自
機
補
習
を

嚢
行
し
て
研
究
の
結
果
を
獲
表
せ
ん
S
す
る
に
至
っ
た
事
は
學
界

の
悩
め
大
に
喜
ぶ
べ
き
こ
ε
で
あ
る
。
其
内
最
近
の
護
刊
に
係
る

も
の
は
九
州
帝
國
大
學
史
畢
會
の
『
史
淵
』
廣
島
文
理
科
大
學
内
廣

島
史
．
學
研
究
會
の
『
史
學
研
究
』
國
學
院
大
署
内
國
史
學
會
の
軸
，
國

史
學
』
等
で
、
叉
京
都
帝
國
大
儒
経
読
墨
部
教
授
本
庄
榮
次
郎
三

面
黒
正
巖
氏
等
を
中
心
鳴
こ
す
る
経
営
史
研
究
會
か
ら
は
『
縄
濟
史

研
究
』
が
獲
刊
さ
れ
た
。
各
々
清
新
の
氣
に
満
ち
濃
潮
た
る
鏡
氣

を
以
て
生
れ
畠
で
た
。
吾
人
は
之
を
迎
へ
る
に
當
り
各
自
の
健
全

に
護
達
し
て
學
界
に
養
さ
ん
こ
、
こ
を
希
望
し
て
止
ま
な
い
。

　
・
働
京
都
史
踏
の
登
刊

　
黒
雲
年
來
京
都
に
於
け
る
史
蹟
及
び
故
人
の
遺
業
を
考
査
顯
彰

し
或
は
審
訊
保
存
の
道
を
講
じ
て
可
な
り
の
成
蹟
を
暴
け
つ
・
あ

る
京
都
喫
蹟
會
が
、
京
都
研
究
に
署
す
る
撲
威
あ
る
登
表
機
關
が

無
い
の
を
懇
憾
－
こ
し
藪
に
『
京
都
史
蹟
』
を
糞
凝
し
て
言
々
京
都

研
究
に
皮
綴
せ
ん
ミ
す
る
に
至
っ
た
。
其
の
趣
旨
は
京
都
郷
土
史

（1・叢2）


